
目・・laE－zve
iEaE・E’aa－－z－－
aEEEEE，az，．，EEEEEV－－‘，E．．

 

，EEE，．且－a－ZT－a・・・4．．

 

，EEEE－－’aEFi’

 

の出来事を豪華な配役で描いた大作で、い

まや八月十五日の記念碑として一見に値す

る

そ
して、

「
東
京
裁
判」
〈
小
林
正
樹
監
督
－
m
年V

は
一

九

四八年に
東京で行われた日本の
戦犯
裁判を

後年入
手できたアメリ方
側の
記録を加えて

描い
た
四
時
間三
七
分。

戦争
は

イヤだ
な
ァ
。斗働劃劃利l1
1

鱗
機

中
嶋
嶺
雄

A舗購輔明

国隠教護室富宮島
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副

割
利
引

割
引
引
創

を
湛え
た
私は、
典
型
的
な
寸墨
塗
り
世
代」

〈
敗
戦
直
後
に
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
教
科
書
の
戦

争
を
鼓
吹
す
る

部分
を

教室
で
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
て

使
っ
た
世
代）

な
の
だ
が、

幼
少
期
と
は
い
えト

戦

争
の

記

憶
は

様
々

な

か

た

ち

で

は
っ

き

り
残
つ，

て
い
る。

①
奉安
殿
ll小
学校の
入
り口に
は、・
二
宮尊

徳

ハ金次郎〉の
銅
像の
脇に
石で
造
っ

た
奉

安
殿が
あ
って、
必

ず脱帽
し一
礼
して
登校

し
た。

中
には

歪麗下
五
一露下
の
御真

影
と
教
育
勅
語
が
奉
つ
て
あ
っ
た
の
だ
と
思

う。
生徒に勉強への励みと緊張感を与え

兵隊宿
昭
和
二
十
四
年
ま
で
ず
っ
と
広
島
市
に
住
ん
で
い

た。
軍
部で
あ
り、
宇品
港
を
聞
い
て
い
る
の

で、
と之
か
ら
乗船して
戦地に
向か
う
兵士も

多か
った。
日

中戦争の
頃に
は、

乗船待ちの

兵
士
を、

あ
ま
り
速
く
な
い
民
家
に
分
宿
さ
せ
る

場
合
が
あ
っ
た。

隣
組
長
か
ら
の
命

令通達
で
幾

度
も
部
屋
を
提
供
し
た。
食
事
は
出
さ
な
い一
私

逮
家族は、
部
屋
数
を
減
ら
され
る
生
活
と、
軍

靴
の
臭
い
に
慣
れ
る
ま
で
が
な
か
な
か
で
あっ

た。赤紙ハ軍の
召集令状〉
・

自分は
女だ
か
らとは
思うも
のの
、

いつ、
誰

に、
一

銭
五
厘
の
赤
紙
が
来
て

軍隊
に
召
集
さ
れ

る
の
か
分
ら
な
い
不
安。

徴用
を恐
れ
る
大人
も

い
た。
私
自
身は
昭
和
十
九
年の
学徒勤労
令
に

よっ
て
東
洋工
業や
広
島

陸軍被服支廠、
宇品

、

陸軍港稼支廠
な
ど
に
働
い
た
が、

赤
紙
の
恐
怖

翻
の
想
像か
ら
は

容易に
解放さ
れなか
った。・

制
預貯金封鎖

イ

世筆活月三百円、家族は一人百円。個人

制

に
い
く
ら
預
貯
金
が
あ
っ
て
も
払
い
出
し
は
限
ら

制

れ
る。

あ
と
は
す
べ
て

封鎖。

自
由
に
な
ら
な
い

1

個
人
財
産。

昭
和
二
十
一

年
の
金

融墨田町

措置令

加は、「法」の威力の明暗を考えさせずには

．
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てくれた。

②守修身
こ
」

ll
たし
かと
の
タ
イ
ト
ル
の

教
科
書
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る。
「
修
身

ご

を
終え
てか
ら
学んだの
であろ
う。‘
2
L

t？がてt道徳s
教育が導入されたげれ

ど、
や
はり
肝腎
な
の
は、
生
徒一
人ひ
とり

の
個人
の
心
を
と
と
の
え
る
y
修
身e
な
の
で

あ
っ

て、

集
団
的な道
徳
教
育
な
どで
は

な

官V
・
③幡町国神社
博覧会

il信州か
ら
母に
連れら

れ
て
上
京
し
た
と
き、・
靖
国
神
社
ヘ
行
っ
た。

境
内で
博
覧
会が
値
さ
れ
て
いて、
敵
機を

次々
に
打ち
落す電光表示が
鮮烈な
印象に

残って
い
る。

＠
疎開児童

l！国
民
学校二
、

三
年生
に
な
る

と
富豪か
ら

疎開児童が
次々
に
入
学してき

た。
田
舎
の
生
徒から
すれば
とて
もル
イ力

一フで
羨
し
か
っ
た。

皇
后陛下が
下
賜
され
た

ピ
ヌ
ケ
ッ
ト
が
配
給
さ
れ
たこ
と
が
あ
っ
た

が、

疎
開
児
童に
は一
枚
ずつ
配
ら
れた
り

に、
我々
は一
枚のビスケッ
ト
を四
人で
分

け
て
食べ
た。

⑤満叢
開拓
国
｛長野県か
らは
護
露拓
国

がと
く
に
多
か
っ

たと
と
を
後
に
知
っ

た
が、

壮行会での上級生（たしか高等科
28

の
勇姿が記
憶
に
残っ
て
い
る。

このようにして実現した一
億総動員体制

と
そ
歴史の
真実だ
つ

だ
ので
あり
、

当－の
日

本
国
民
は
い
わ
ゆ
る
A
阪
鵠
巴
ご
っ
l

』
担割捉lょっ・で
編勤さ

れ
動
員
され
た
の
で

は
決
して
なか
っ

た。

1111
11111
1・l
i
l
l
卜ll

「
法」
の
威
力
を
知
る
竹
西
寛
子

小臨語、

陣蛤寂
昭和
星生

お
か
ない
衝撃の
経験
に
なっ
た。

時
局
迎
合
コ
ン
ク
ー
ル

谷
沢
永
一評歯車
昭和
田隼生

当
時
の
合
言
葉
を
思
い
出
す。

そ
の
中心
は、

新体制であった。
言い替えれば、
時局、で

あ
る。

そ．
の
内
容
は、
国
家
総
動
員、
統
制
経

済、
戦争経済、
で
あり、
文化
統制、
も唱え

ら
れ
た。

す
べ
て
を
引
っ
括めて
人口
に

臆炎
し

たのが、パスに乗りおくれるな、という標

露
で
あ
る。

、

．

付唐島基
智三
品
譲耐国家
総
動
員法
解
説』

ハ
昭
和
お
年
却
月
四
日
・
清
教
社〉。

多
く
の
協
カ

者
を
得
た
共
著で
あ
るが、
総

動員法
の

新旧
推

移
対
照
の
み
な
ら
ず、

国
家
総

動員法麹行関係

勅
令
そ
の
他
を
網
羅
し、

厚
さ
四
Hv
に

遺す
答
資

料集。

た
と
え
ば、

玄
米
ノ
重
量
ニ
対
ス
ル
掲
上

リ
米
ノ
重
量
ノ

割合ガ

農林省令
ノ
定ム
ル
型ロ

ヲ
下
ラ
ザ
ル
限
度ニ
於
テ
米
穀
ノ
掲精
ヲ
為
ス
ペ

シ、

と
い
う
紡
令
が
あ
る。

ω
谷
口
吉
彦
『
新
体
制
の
理
論
』
ハ
昭
和
路
年
日

月時目・

千倉番号。

新体制は
世界
的
な
歴
史

的
必
然
であ
る、
と
説
く。

戦後左
翼
の

量百
と

大本営発表

そ
の
内
容
の
如
何
を
関
わ
ず、

ラ
ジ
オ
か
ら
涜
れ

て
く
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
の
ご
の

部分
に
は、

併

い
つ
も
一

瞬
息
を
詰
め
た。

戦
争
末
期
に
な
る

と、

軍
の
悲
報
と
重
な
る・
「
海
行
か
ぽ
」

の
曲
の

演

凄

と

と

も

に
、

「

大

本

営

発

表
」
．

の

声

に

は

騒

が
冷
えた。
敗
戦
は

十六
歳
の
時
で

あ
る。

菅名ハ・
ホ・
ト

一

－
一

・
煙
草
の
『．
チ
ェ
リ
イ
L

が
『・
桜」

に
、
『i
ゴ
ー
ル

デ

ン
・

パ

ッ

ト
」

が

勺

金

鶏
」

に

変
っ

ち

女
学

校へ
は
昭
和
十七
年
に
入
っ

た
が、

音楽室
で
の

音

名
は
、

コ
p
十

ミ
・

ソ

2

勺

U

」

治
田

ハ
・

ホ
・

ト」

に
変った。
うた
う
という
実感は
薄れ
てい

品ht
語集ま
で
同
じで
あ
る。

MW
中
山
伊
知
郎
『
戦
争
経
済の
理
論』（昭
和口

年4
月初
日4
刷・
日
本
評論
社冗
戦
時
経
済
体

制下
に
あ
っ
て
は、

軍需
産
業
を
中心と
す
る
と

と
ろ
の
産
業の

編成替が

平和産業
に
お
け
る
生

産を
縮小
せ
しめ、
之
の
縮小
に
応ビ
て

平和産

業
を
中
心
と
す
る

国民
生
活
の

消費節約
が
要
求

せ
られ
る
の
であ
る、

E
指示
す
る。

紬脚
寄
婆
光
俊
『
統
制
経
済の
法
理
論』ハ昭
和四

年5
月5
日
・

河出書房）。
統制
法
の
眼目は、

労働刀の
処
分乃至
管
理
につ
いて
の
国
家
の
関

与が
その
一で
あり、
また

労働条件
の
決
定
に
5

つ
い
て
の

事業主
の
二点
的
決
定
権
と
そ
の
法
的
4

拘束力
の
承
認
が
そ
の
ニ
で
あり、
とこ
に
は

労

働
契
約
の
概
念
の
完
全
に
近
い
追
放
が
見
ら
れ

る々

と
解
す
る。

MW
奥
村
喜
和
男
『
尊
皇
擁
実
の
血
戦』ハ昭
和四

L－司・

・
年2
月1
日・
匝

文社可

尊皇擁夷
は

官
に明
治

維新
にの
み
妥当
な
る
も
の
で
は

な
い
、

悠
久三

千
年
の
日
本
歴
史
を
貫ぬ
く
不
滅
の
道
統で
あ

り、

神
国
日
本
の
存
在
す
る
限
り、

将
来
永
遠
に

亘
っ
て
不
朽
の
指
導
原
理
た
る
べ
き
も
の
で
あ

る、

と
叫ぷ。

情報局次
長
と
して
の
放送講
演

論
策
を
収
録
す
る。

奥
村
喜
和
男
は

昭
和
十
五

年、

世
界に
先駆
けて
か、

或
いは力
ナ
ダ
等の
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